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はじめに ｜ 
雲活動は、全球の放射収支を決める重要な要素である。
アジアモンスーン域での雲活動については、 Kleinand 
Hartmann (1993）などの、月平均での研究に留まる。
またISCCPなどを用いているので、空間分解能が低い。
月平均の雲活動を理解するためには、より短い時間ス
ケールの変動に着目し、どのように雲が形成されている
のか調べる必要がある。
夏季アジアモンスーンに関しての調査は、非常に多い
が、冬季に関しては（冬季に雨季となる地域が狭いため
か、）ほとんど研究がない。
拍刊・・＞）’，， u1，•阿
使用したデータ ｜ 
MTSATl (from 20060CT to MAR2010) 
VIS(albedoに変換し、天頂角で補正）， 0.01 deg 
(from CEReS) 
IRl (Tbbに変換） , 0.04 deg (from CEReS) 
TRMM 2A25 (Precipitation Radar (PR)) 
TRMM 3842 (IR based, with Microwave and PR) 
GSMaP MWR（マイクロ波のみのプロダクト）
JRA25(u;v at 925hPa, air temp at a 0.995 ) 
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はじめに ｜ 
Chang et al. (2005）では、平均的な北東季節風に伴
い、インドシナ半島東海岸で、降雨活動が活発であ
ることが指摘されている。北東モンスーンは、 10月
から3月まで活発であるにも関わらずL降雨活動は、
北東季節風の始まりの秋季に活発で、冬季には不活
発である。
また、冬アジアモンスーン季には、中緯度からの寒
気の吹き出しが、亜熱帯及び熱帯の大気循環と雲降
水活動に影響を及ぼすことが知られている（e.g.,
Takahashi et al. 2011）。
首n・m21ru1・u
月平均の雲頻度（albedo>=0.4) 
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・同じ北東モンスーン季でも、雲の頻度
分イtiに大きな違いがある。 10月l1 J
は、熱的JiJ地循環にイlう雲が形成され
ており、 －β12刀1J jには、地Jfi'l'Eの
1%が，~·s~rIJ交で、形成されている。
• ':2の特徴として、＇.1tn’i ,:'j J.支の泌いを剥
－＇＂＇る。
［ 領域雲買高度の推定 • 
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雲被覆と雲頂高度の変化 1-・t遁自陣内；軍制II在虹幽J l!t.{Il)J品問！Iーーーー ーーー ーーー－・・・・・・『明
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10月ll月は雲被覆が広がると（雲活動が発達する
と）、雲頂温度が260K（約6km）まで発達するが、 12月
1月は、 280K（約2km）に留まる。
10月1l月発達した雲 12月1月低層雲
降雨の季節変化 ｜ 
降水量が徐々に減少。 12月1月では、行くから、海岸
付近に降水量が見られる。
世”a・m11u11•n
［ 降雨のプロタクト間の比較
( l l月：比較的高い対流）
陸上はマイク口波を除いて、比較的良く一致。
海上ではマイク口波も特に問題なし。
拍11‘.，，.，日fl•n
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ト雲被覆と雲頂高度の変化｜
OCT NOV DEC .JAN FEB MAR 
いくらか年々変動はみられるが、
墓本的な傾向は変わらない。
10月11月発達した雲 12月1月低層雲
首刊・V121fl刈・闘
田11<Wf;r,r111・u
いくつかの降水プロダクトが利用可能
であるが、それぞれ特徴があるので、 4
種類を比較する。夏季アジアモンスー
ンに置いては、いくらか比較がある
が、冬季については少ない。
基本的に、プロダクト聞の差は大き
し＼。
降雨のプロダクト聞の比較 ｜ 
(l月：比較的低い対流） ｜ 
GSMaPは、陸上で過小評価は、 11月と同じだが、海上
で過大評価？IRベースのTRMM3B42が陸上で顕著に過
小評価、海上で過大評価（マイク口波の影響？
冬季アジアモンスーンの雲活動を調べた。衛星データ
を利用し、北東モンスーン季節内での、雲降水活動の
特徴を調べた。
同じ北東モンスーン季節内でも、雲の頻度分布に大き
な違いがある。 10月ll月は、熱的局地循環に伴う背
の高い雲（良く発達した雲）が形成されており、一
方12月1月には、地形性の背の低い雲が高頻度で形
成される。また、 10月ll月は多量の降水を伴い、
12月1月は、降水量が少ない coではない）。
剖1咋問示百扇面El
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ト まとめ（続き） ｜ 
10月ll月は、北東風などにより、降雨が多いが、 12
月1月は、 10月ll月より北東風が強いにも関わらずL
降雨が少ない（理由については、今後の課題、月平均
ベースの解析では、 SSTや下層の安定度などで説明さ
れている）。今後は、月平均での状況を理解するため
に、より細かい時間スケールでの解析を行う。
10月ll月のような、背の高い雲降水活動では、 IRな
どでも降水量の推定が良いが、 12月1月2月のような
背の低い雲降水活動では、降水量の推定が悪い。
担11言語語雨再雇百
